
療養休暇の見直しに係る交渉の概要 

 

１ 交渉団体 

鎌倉市職員労働組合・鎌倉市職員労働組合現業職員評議会 

２ 交渉回数 

  令和７年（2025年）３月７日から同年６月 27日まで ９回 

３ 市の提案及び職員組合の主張と合意内容  

項目 市の提案内容 
職員組合の 

主な主張 
合意内容 

１内容 （１）療養休暇取得にあたっ

ては原則診断書の添付を要

するが、連続５日以内（時

間単位の場合は連続５回以

内又は２週間未満）の療養

休暇の取得については、診

断書に代えて療養報告書の

提出でも可とする。 

 

（２）療養報告書により取得

した療養休暇の終了日の翌

日から起算して 30日を超え

ない場合は、療養報告書に

よる療養休暇取得はできな

い。（この間に療養休暇を取

得する場合は診断書を添付

すること。） 

 

（３）療養休暇の通算につい

て、疾患に関わらず累積す

る。 

 

（４）療養休暇の累積除外と

している疾患について、「人

工透析、抗がん剤治療、一

過性の疾患」から「人工透

析、抗がん剤治療、その他

市長が認めたもの」に変更

する。その他市長が認めた

ものは、その治療が行われ

ない限り、生命維持に重大

な影響が生じる治療を受け

る場合をいう。 

療養報告書に

ついて、連続し

て休まず、５日

以内に同じ理由

で休む場合に、

療養報告書でな

く診断書の取得

を求めるのは、

金銭的負担が掛

かる。 

また、疾患に

関わらず通算す

るとなると、ど

の傷病をもって

休職を発令する

のか。休職・欠

勤の扱いについ

て整理が必要と

考える。 

 

協議を進める

なかで、今回、

提示した療養休

暇の見直しは、

欠勤や休職にも

関わる内容であ

り、より慎重に

協議を進めるた

めに交渉を継続

する必要がある

と考え、今回の

交渉期限をもっ

て一度中断し、

協議中に組合側

からいただいた

ご意見や課題を

整理した上で改

めて提示する。 

 



 

（５）療養休暇の通算のリセ

ットまでの期間を６か月か

ら１年に変更する。 

 

（６）通算日数の適正な管理

（取得上限を超えて取得し

ていないか等）のため、療

養休暇の承認を労務担当課

（職員課、教育総務課、消

防総務課）合議とする。 

 

２制度開始

日 
令和７年（2025年）10月１日 

 


